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要
旨
：　

戦
前
・
戦
中
の
昔
話
研
究
は
、
国
内
の
採
集
を
優
先
す
る
一
方
で
、
ア
ジ
ア
に
対
し
て
植
民
地
支
配
と
不
可
分
に
進
め
ら
れ
た
一
面
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、

戦
後
の
昔
話
研
究
を
国
際
的
な
視
野
で
進
め
た
の
は
関
敬
吾
と
石
田
英
一
郎
で
あ
る
。
彼
ら
が
協
働
作
業
と
し
て
力
を
注
い
だ
の
が
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
シ
リ
ー

ズ
は
子
供
向
け
の
読
み
物
で
あ
っ
た
た
め
か
、
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
今
、
戦
後
の
昔
話
研
究
が
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
停
滞
し
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
初
志
を
貫
く
実
践
が
な
ん

だ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
一
端
を
縷
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
関
敬
吾
、
石
田
英
一
郎
、
柳
田
国
男
、
川
端
康
成
、「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」、『
世
界
の
昔
ば
な
し
』、『
世
界
民
話
全
集
』、
国
際
的
な
昔
話
研
究
、
子
供
向
け
の
読
み
物

＊　

東
京
学
芸
大
学 

日
本
語
・
日
本
文
学
研
究
講
座 

日
本
語
学
・
日
本
文
学
分
野
（
一
八
四-

八
五
〇
一　

東
京
都
小
金
井
市
貫
井
北
町
四-

一-

一
）

　
　
　
　

関
敬
吾
・
石
田
英
一
郎
と
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」

＊

石　

井　

正　

己

（
日
本
語
学
・
日
本
文
学
分
野
）

二
〇
二
〇
年
八
月
二
四
日
受
理

一　

戦
後
の
国
際
的
な
昔
話
研
究
の
出
発

　

戦
前
・
戦
中
の
昔
話
研
究
は
、
柳
田
国
男
（
一
八
七
五
〜
一
九
六
二
）
を
中
心
に
進
め
ら

れ
た
。『
桃
太
郎
の
誕
生
』（
三
省
堂
、
一
九
三
三
年
）
の
評
価
が
高
い
が
、
雑
誌
『
昔
話
研

究
』
の
発
刊
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
た
著
作
は
そ
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
冊
は
歴
史
的
研
究
を
進
め
た
『
昔
話
と
文
学
』（
創
元
社
、
一
九
三
八
年
）
で
あ
り
、
も

う
一
冊
は
珍
し
く
国
際
的
研
究
に
踏
み
出
し
た
『
昔
話
覚
書
』（
三
省
堂
、
一
九
四
三
年
）

で
あ
る
。
柳
田
の
研
究
は
戦
後
も
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
、
さ
ら
に
広
い
視
野
か
ら
ま
と
め
た

『
口
承
文
芸
史
考
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
四
七
年
）
で
は
「
神
話
」
に
言
及
し
て
い
る
。
そ

れ
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
た
の
が
監
修
の
『
日
本
昔
話
名
彙
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
四
八
年
）

で
あ
り
、
こ
れ
は
発
生
論
に
立
っ
た
最
初
の
昔
話
の
タ
イ
プ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
そ
う
し
た
動
き
と
交
代
す
る
よ
う
に
戦
後
の
昔
話
研
究
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
、
関

敬
吾
（
一
八
九
九
〜
一
九
九
〇
）
で
あ
っ
た
。
関
は
雑
誌
『
昔
話
研
究
』
の
発
刊
に
関
わ
っ

て
、
こ
の
世
界
に
の
め
り
込
ん
で
ゆ
く
が
、
当
初
か
ら
柳
田
の
考
え
方
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
っ

た
。
国
際
的
な
比
較
研
究
を
進
め
る
た
め
に
、
国
際
的
な
指
標
に
な
る
Ａ
Ｔ
分
類
を
尊
重

し
、
そ
う
し
た
視
点
か
ら
日
本
の
昔
話
を
見
て
い
た
。『
日
本
昔
話
名
彙
』
の
整
理
を
手
伝

う
一
方
で
、
国
際
的
な
視
野
に
立
っ
た
日
本
の
昔
話
の
タ
イ
プ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
作
成
し

た
い
と
考
え
て
い
た
。

　

関
は
労
作
の
『
日
本
昔
話
集
成
』
全
六
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
五
〇
〜
一
九
五
八
年
）
を

著
し
、
日
本
の
昔
話
を
国
際
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
実
現
し
た
。
そ
の
結
果
、
昔
話
の
タ
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戦
後
の
昔
話
研
究
の
中
で
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
昔
話
集
に
、
柳
田
国
男
・
川

端
康
成
監
修
、
関
敬
吾
・
石
田
英
一
郎
責
任
編
集
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
の
シ
リ
ー
ズ
が

あ
る
。
発
行
順
に
示
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・ 

石
田
英
一
郎
編
『
火
の
鳥
│
ロ
シ
ヤ
の
昔
話
│
』
彰
考
書
院
、
一
九
四
八
年
一
月
二
五

日
発
行

・ 

金
田
一
京
助
・
知
里
真
志
保
共
編
『
り
く
ん
べ
つ
の
翁
│
ア
イ
ヌ
の
昔
話
│
』
彰
考
書

院
、
一
九
四
八
年
四
月
二
五
日
発
行

・ 

関
敬
吾
編
『
山
の
神
と
ほ
う
き
神
│
日
本
の
昔
話
│
』
彰
考
書
院
、
一
九
四
八
年
六
月

一
五
日
発
行

・ 

河
田
清
史
編
『
象
と
さ
る
と
バ
ラ
モ
ン
と
│
イ
ン
ド
の
昔
話
│
』
彰
考
書
院
、
一
九
四

八
年
七
月
一
〇
日
発
行

・ 

江
尻
英
太
郎
編
『
ほ
ら
貝
王
子
│
タ
イ
の
昔
話
│
』
彰
考
書
院
、
一
九
四
八
年
九
月
一

五
日
発
行

・ 

服
部
四
郎
編
『
金
と
銀
の
さ
い
こ
ろ
│
ア
ル
タ
イ
系
諸
族
の
昔
話
│
』
彰
考
書
院
、
一

九
四
八
年
一
一
月
二
五
日
発
行

・ 

小
川
亮
作
・
河
崎
珪
一
共
編
『
金
の
燭
台
│
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
昔
話
│
』

彰
考
書
院
、
一
九
四
八
年
一
一
月
二
五
日
発
行

＊

・ 

石
田
英
一
郎
著
『
う
た
う
木
の
葉
│
デ
ン
マ
ー
ク
童
話
集
│
』
福
村
書
店
、
一
九
五
〇

年
一
月
一
〇
日
発
行

　

こ
の
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
は
、
東
京
都
千
代
田
区
神
田
小
川
町
の
彰
考
書
院
を
発
行

所
と
し
て
刊
行
が
始
ま
っ
た
。
彰
考
書
院
は
雑
誌
『
民
族
学
研
究
』
の
発
行
を
引
き
受
け
る

な
ど
し
て
い
る
の
で
、
関
と
石
田
に
は
縁
故
が
あ
り
、
そ
れ
で
発
行
を
頼
ん
だ
に
ち
が
い

な
い
。『
り
く
ん
べ
つ
の
翁
│
ア
イ
ヌ
の
昔
話
│
』
ま
で
は
直
江
広
治
（
一
九
一
七
〜
一
九

九
四
）
が
責
任
編
集
者
に
名
前
を
連
ね
て
い
た
。

　

七
冊
目
と
な
っ
た
『
金
の
燭
台
│
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
昔
話
│
』
の
巻
末
の

広
告
に
は
、
や
は
り
、「
〇
子
供
の
た
め
に
は
最
も
良
心
的
な
娯
楽
と
教
養
の
糧
」「
〇
大

人
の
た
め
に
も
有
益
な
高
い
学
芸
の
香
り
」「
〇
世
界
諸
民
族
の
特
性
・
人
類
文
化
交
流
の

イ
プ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
は
、『
日
本
昔
話
名
彙
』
で
は
な
く
、『
日
本
昔
話
集
成
』
が

使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
昔
話
へ
の
関
心
を
失
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
録
音
技
術
の
普
及
に
よ
っ
て
昔
話
集
が
増
え
る
と
、『
日
本
昔
話
集
成
』
で
は
物
足

り
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
野
村
純
一
（
一
九
三
五
〜
二
〇
〇
七
）
の
力
を
借
り
て
、『
日
本

昔
話
大
成
』
全
一
二
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
七
八
〜
一
九
八
〇
年
）
を
増
補
し
た
。

　

こ
う
し
て
二
〇
世
紀
の
歩
み
を
た
ど
る
と
き
、
ど
う
も
死
角
に
入
っ
て
見
え
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
き
た
。
そ
の
中
で
か
ね
て
か
ら
注
意

し
て
買
い
集
め
て
き
た
の
が
、
関
敬
吾
が
石
田
英
一
郎
（
一
九
〇
三
〜
一
九
六
八
）
と
責
任

編
集
に
あ
た
っ
た
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」（
一
九
四
七
〜
一
九
五
〇
年
）
で
あ
っ
た
。
そ

れ
以
前
は
神
話
学
者
の
松
村
武
雄
（
一
八
八
三
〜
一
九
六
九
）
が
神
話
・
伝
説
・
童
話
を
世

界
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
成
果
は
あ
る
も
の
の
、
昔
話
研
究
は
日
本
の
採
集
に
専
念
し
、
世

界
規
模
の
出
版
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
植
民
地
支
配
を
引
き
ず
り
な
が
ら
も
、
そ
こ

か
ら
脱
却
し
て
ゆ
く
試
み
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

関
と
石
田
は
、
柳
田
が
植
民
地
支
配
か
ら
一
定
の
距
離
を
取
り
な
が
ら
進
め
た
昔
話
研
究

を
評
価
し
な
が
ら
も
、
飽
き
足
ら
な
い
と
感
じ
て
い
た
点
で
一
致
し
て
い
た
に
ち
が
い
な

い
。
ま
だ
柳
田
は
健
在
で
あ
っ
た
が
、
気
骨
の
あ
る
二
人
は
そ
の
こ
と
に
躊
躇
せ
ず
、
戦
後

の
昔
話
研
究
の
基
盤
を
作
ろ
う
と
し
た
。
だ
が
、
二
人
の
方
法
は
対
照
的
だ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
同
じ
国
際
的
な
昔
話
研
究
と
言
っ
て
も
、
関
は
日
本
か
ら
世
界
を
見
て
い
た
し
、

石
田
は
世
界
か
ら
日
本
を
見
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
石
田
は
昔
話
研
究
か
ら

離
れ
、
こ
の
分
野
で
は
関
が
第
一
人
者
と
し
て
尊
崇
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
緊
張
関
係

は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

だ
が
、
今
と
な
っ
て
み
れ
ば
、
石
田
英
一
郎
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
研
究
者
が
育
た
な
か
っ

た
こ
と
は
反
省
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
思
い
を
込
め
て
こ
こ
に
取
り
上
げ

る
の
が
、
二
人
の
協
働
作
業
で
あ
っ
た
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
で
あ
る
。
子
供
向
け
の
シ

リ
ー
ズ
で
あ
っ
た
た
め
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
績
と
し
て
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
評
価

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
戦
後
の
昔
話
研
究
を
考
え
る
際
に
特
筆
し
た
い
業
績
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
そ
の
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
。

二　
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
の
挫
折
と
継
続
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し
か
し
、
石
田
は
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
と
い
う
言
葉
を
本
扉
や
奥
付
に
残
し
、
巻
末

に
は
「
監
修
者
の
こ
と
ば
」
ま
で
入
れ
て
、
継
続
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
、「
デ

ン
マ
ー
ク
童
話

0

0

集
」
の
命
名
は
、
厳
密
に
言
え
ば
、「
世
界
昔
ば
な
し

0

0

0

0

文
庫
」
の
用
語
と
齟

齬
を
来
し
て
い
る
。「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
は
民
俗
学
や
民
族
学
の
伝
統
を
受
け
て
企
画

さ
れ
た
が
、
福
村
書
店
で
は
「
福
村
児
童
文
庫
」
を
名
の
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
認
識
は
薄

く
、
単
純
に
児
童
書
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
結
局
、「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
は

こ
れ
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

三　

柳
田
国
男
・
川
端
康
成
の
「
監
修
の
こ
と
ば
」

　

こ
の
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
は
、
巻
頭
ま
た
は
巻
末
（
再
版
以
降
お
よ
び
一
部
の
初

版
）
に
、
監
修
者
の
柳
田
国
男
・
川
端
康
成
の
連
名
か
ら
な
る
「
監
修
者
の
こ
と
ば
」
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
柳
田
は
と
も
か
く
、
小
説
家
の
川
端
が
名
前
を
連
ね
て
い
る
理
由
は
、
広

い
読
者
の
獲
得
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ

う
し
た
こ
と
が
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
貫
く
思
想
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
お
く
。

　
　
　

監
修
者
の
こ
と
ば

　

あ
な
た
方
は
、
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
た
り
、
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
よ
う
。
そ
の
な
か
に
は
あ
る
作
者
が
筆
を
と
つ
て
書
い
た
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
ま
た
遠
い
昔
か
ら
誰
が
い
つ
ど
こ
で
作
つ
た
か
わ
か
ら
な
い
で
、
語
り
つ
た
え
ら

れ
て
い
る
昔
ば
な
し
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昔
ば
な
し
に
は
そ
の
国
ぐ
に
の
な
ら
わ
し
や
、
生
活
の
あ
り
さ
ま
や
、
考
え
か
た

や
、
信
仰
が
、
い
ろ
い
ろ
の
形
で
お
り
こ
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
え
は
る
か
時
を

へ
だ
て
、
遠
く
土
地
を
異
に
し
て
、
全
く
同
じ
話
や
似
か
よ
つ
た
話
の
あ
る
こ
と
も
、

あ
な
た
方
は
も
う
気
が
つ
い
て
い
る
こ
と
で
し
よ
う
。
こ
れ
は
い
つ
た
い
ど
う
し
た
わ

け
で
し
よ
う
か
。
遠
く
は
な
れ
た
国
ぐ
に
の
昔
ば
な
し
が
、
た
が
い
に
一
致
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
人
間
の
文
化
を
考
え
る
う
え
に
、
政
治
や
戦
争
の
歴
史
に
も
ま
し

て
、
大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
を
し
ら

歴
史
を
民
間
に
伝
え
ら
れ
た
「
耳
の
文
学
」
か
ら
ま
な
ぶ
」
と
、
こ
の
文
庫
の
趣
旨
を
説

明
す
る
。

　

そ
の
後
に
は
、
既
刊
書
七
冊
に
加
え
て
、「
近
刊
」
と
し
て
「
石
田
英
一
郎　

う
た
う
木

の
葉
（
ス
ウ
エ
デ
ー
ン
・
デ
ン
マ
ー
ク
）」「
佐
藤
誠　

風
の
悪
魔
（
ト
ル
コ
）」
の
二
冊
を

挙
げ
る
。
さ
ら
に
続
刊
予
定
の
、「
田
中
於
菟
弥
（
古
代
イ
ン
ド
）・
山
宮
允
（
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
）・
小
林
高
四
郎
（
モ
ン
ゴ
ル
）・
魚
返
善
雄
（
中
国
一
）・
直
江
広
治
（
中
国
二
）・
関
敬

吾
（
朝
鮮
）・
松
本
信
広
（
東
南
ア
ジ
ヤ
）・
山
本
達
郎
（
安
南
）・
光
吉
夏
弥
（
ノ
ー
ル

ウ
ェ
イ
）・
会
田
由
（
ス
ペ
イ
ン
）」
の
一
〇
冊
が
見
え
る
。「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
の
名

称
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
リ
ー
ズ
を
予
定
し
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
。

　

し
か
し
、
彰
考
書
院
は
廃
業
し
た
ら
し
く
、
シ
リ
ー
ズ
は
こ
の
七
冊
で
頓
挫
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
後
を
受
け
て
発
行
所
に
な
っ
た
の
は
、
東
京
都
文
京
区
真
砂
町
の
福
村
書
店
で

あ
っ
た
。「
近
刊
」
と
さ
れ
た
石
田
英
一
郎
著
『
う
た
う
木
の
葉
│
デ
ン
マ
ー
ク
童
話
集
│
』

が
一
年
半
後
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。『
う
た
う
木
の
葉
│
デ
ン
マ
ー
ク
童
話
集
│
』
は
彰
考

書
院
で
制
作
が
進
み
、
す
で
に
原
稿
が
で
き
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
時
期
、
福
村
書
店
は
、
河
田
清
史
訳
編
『
太
陽
の
東
・
月
の
西
│
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
童

話
│
』（
一
九
四
九
年
）、
吉
田
行
範
訳
『
拇
指
小
僧
│
ペ
ロ
オ
童
話
集
│
』（
一
九
四
九

年
）、
河
田
清
史
著
『
シ
ン
ド
バ
ッ
ト
の
冒
険
│
童
話
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
│
』（
一
九
五
〇

年
）、
河
田
清
史
著
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
│
印
度
古
典
童
話
│
』（
一
九
五
〇
年
）、
平
野
威
馬

雄
訳
『
お
猿
の
裁
判
官
│
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
童
話
集
│
』（
一
九
五
〇
年
）
の
よ
う
な
、

「
童
話
」
を
副
題
に
し
た
読

み
物
を
出
し
て
い
た
の
で
、

『
う
た
う
木
の
葉
│
デ
ン

マ
ー
ク
童
話
集
│
』
は
そ
う

し
た
中
で
発
行
さ
れ
た
。

『
う
た
う
木
の
葉
│
デ
ン

マ
ー
ク
童
話
集
│
』
の
カ

バ
ー
裏
に
は
「
福
村
児
童
文

庫
」
と
あ
り
、
装
幀
の
一
致

か
ら
見
て
も
、
そ
の
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。

石田英一郎著
『うたう木の葉 
─デンマーク童話集─』のカバー
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の
ん
で
」
と
あ
る
一
節
で
は
な
い
か
。
こ
の
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
は
「
子
供
た
ち
」
を

読
者
に
想
定
し
、「
今
ま
で
知
ら
れ
な
か
つ
た
人
類
の
歴
史
を
き
わ
め
よ
う
と
す
る
人
が
、

一
人
で
も
多
く
世
に
出
る
こ
と
」
を
希
望
し
て
い
た
。
だ
が
、
児
童
文
学
作
家
を
使
わ
ず
、

当
該
地
域
を
専
門
と
す
る
「
専
門
の
学
者
」
に
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
画
期
的
な
こ

と
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。

　

実
際
、
石
田
が
文
化
人
類
学
者
・
民
族
学
者
、
関
が
民
俗
学
者
・
民
族
学
者
、
直
江
が
民

俗
学
者
・
中
国
学
者
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
金
田
一
京
助
（
一
八
八
二
〜
一
九
七

一
）、
知
里
真
志
保
（
一
九
〇
九
〜
一
九
六
一
）、
江
尻
英
太
郎
（
生
没
年
不
明
）、
服
部
四

郎
（
一
九
〇
八
〜
一
九
九
五
）
は
言
語
学
者
で
あ
り
、
河
田
清
史
（
一
九
〇
九
〜
一
九
九

一
）、
小
川
亮
作
（
一
九
一
〇
〜
一
九
五
一
）
は
翻
訳
家
で
あ
っ
た
。
な
お
不
明
な
の
は
河

崎
珪
一
（
生
没
年
不
明
）
だ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
選
を
見
る
な
ら
ば
、
子
供
向
き
の
読

み
物
で
あ
っ
た
が
、
手
を
抜
か
な
い
シ
リ
ー
ズ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

だ
が
、
一
冊
ず
つ
見
て
ゆ
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
編
集
方
針
は
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
単
一
の
シ
リ
ー
ズ
か
ら
翻
訳
し
た
の
で
は
な
い
の
で
、
む
し
ろ
、
そ
う
し
た

違
い
が
生
じ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
地
域
の
個
性
も
あ
り
、
ま
た
編
者
の
昔
話
に
対
す
る
関

心
も
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
違
い
は
歴
史
的
に
見
て
注
意
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

今
日
の
昔
話
研
究
を
考
え
直
す
た
め
に
も
意
義
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

八
冊
を
順
に
取
り
上
げ
て
、
そ
の
特
色
を
捉
え
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

四　

世
界
的
視
野
と
国
際
的
協
力
へ
進
む
た
め
に

│
『
火
の
鳥
』

　

こ
の
石
田
英
一
郎
編
『
火
の
鳥
│
ロ
シ
ヤ
の
昔
話
│
』
は
、
一
九
四
八
年
一
月
に
初
版
、

一
九
四
八
年
九
月
に
再
版
、
一
一
月
に
三
版
が
出
て
、
よ
く
読
ま
れ
た
。
こ
の
初
版
だ
け
は

ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
あ
っ
た
。

　

石
田
は
「
は
し
が
き
」
で
、
ソ
連
の
「
世
界
の
大
国
の
一
つ
」
で
あ
る
と
す
る
状
況
と
歴

史
を
解
説
し
、
ロ
シ
ヤ
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
ア
ジ
ヤ
の
諸
民
族
と
深
い
関
係
が
あ
る
こ

と
を
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
ロ
シ
ヤ
の
文
豪
だ
け
で
な
く
、「
ロ
シ
ヤ
の
民
族
が
う
み
だ
し

た
、
飾
り
け
の
な
い
新
鮮
な
、
こ
の
口
と
耳
の
文
芸
は
、
世
界
の
国
々
の
中
で
、
も
つ
と
も

高
い
水
準
に
た
つ
し
て
い
ま
す
」
と
評
価
す
る
。

　

そ
し
て
、「
彼
ら
は
、
北
の
国
の
、
暗
い
き
び
し
い
大
自
然
の
ふ
と
こ
ろ
に
生
れ
ま
し
た
。

べ
て
い
ら
れ
る
専
門
の
学
者
に
た
の
ん
で
、
と
く
に
子
供
た
ち
に
親
し
ま
れ
、
ま
た
特

色
の
あ
る
昔
ば
な
し
を
選
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
な
た
方
は
、
昔
ば
な
し
が
意
味
の

深
い
た
い
せ
つ
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
つ
て
、
い
く
た
び
も
読
み
か
え
し
、
そ
の

中
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
を
、
ふ
り
返
つ
て
考
え
て
下
さ
い
。
い
ろ
い
ろ
の
民
族

の
生
活
を
研
究
す
る
う
え
に
、
ま
た
世
界
の
人
類
の
遠
い
昔
の
交
通
や
歴
史
を
ま
な
ぶ

う
え
に
、
役
に
立
つ
材
料
と
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

本
の
お
し
ま
い
の
「
解
説
」
は
、
少
し
、
む
づ
か
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
大
き

く
な
つ
て
、
昔
ば
な
し
の
研
究
に
興
味
を
も
つ
た
と
き
の
、
手
が
か
り
に
な
る
か
と
思

つ
て
つ
け
て
お
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
将
来
、
あ
な
た
方
の
中
か
ら
、
今
ま
で
知
ら
れ
な
か
つ
た
人
類
の
歴
史

を
き
わ
め
よ
う
と
す
る
人
が
、
一
人
で
も
多
く
世
に
出
る
こ
と
を
、
心
か
ら
の
ぞ
ん
で

お
り
ま
す
。

監
修
者　

柳
田
国
男

川
端
康
成

編
集
責
任
者　

関
敬
吾　

石
田
英
一
郎　

直
江
広
治

　

こ
の
う
ち
、「
昔
ば
な
し
に
は
そ
の
国
ぐ
に
の
な
ら
わ
し
や
、
生
活
の
あ
り
さ
ま
や
、
考

え
か
た
や
、
信
仰
が
、
い
ろ
い
ろ
の
形
で
お
り
こ
ま
れ
て
お
り
ま
す
」
と
い
う
の
は
、
民
俗

学
の
思
想
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
そ
の
う
え
は
る
か
時
を
へ
だ
て
、
遠
く
土
地
を
異
に
し

て
、
全
く
同
じ
話
や
似
か
よ
つ
た
話
の
あ
る
こ
と
も
、
あ
な
た
方
は
も
う
気
が
つ
い
て
い
る

こ
と
で
し
よ
う
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
を
超
え
る
文
化
人
類
学
・
民
族
学
の
思
想
で
あ
る
。

し
か
も
、「
遠
く
は
な
れ
た
国
ぐ
に
の
昔
ば
な
し
が
、
た
が
い
に
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
人
間
の
文
化
を
考
え
る
う
え
に
、
政
治
や
戦
争
の
歴
史
に
も
ま
し
て
、
大
き
な
問
題

で
あ
り
ま
す
」
に
は
、
戦
後
の
文
化
人
類
学
・
民
族
学
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
い

ろ
い
ろ
の
民
族
の
生
活
を
研
究
す
る
う
え
に
、
ま
た
世
界
の
人
類
の
遠
い
昔
の
交
通
や
歴
史

を
ま
な
ぶ
う
え
に
、
役
に
立
つ
材
料
と
な
る
か
と
思
い
ま
す
」
に
な
れ
ば
、
も
は
や
民
俗
学

か
ら
離
れ
て
、
文
化
人
類
学
・
民
族
学
そ
の
も
の
と
言
っ
て
い
い
。
こ
う
し
た
文
章
は
、
川

端
は
も
ち
ろ
ん
、
柳
田
が
書
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
む
し
ろ
、
編
集
責
任
者
三
人
の
意
志

が
感
じ
ら
れ
る
。
代
筆
し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

注
意
さ
れ
る
の
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
を
し
ら
べ
て
い
ら
れ
る
専
門
の
学
者
に
た

石井 : 関敬吾・石田英一郎と「世界昔ばなし文庫」
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つ
て
下
さ
い
。
し
か
し
い
ま
に
わ
が
国
の
昔
ば
な
し
研
究
が
、
世
界
的
視
野
と
国
際
的
な
協

力
と
の
方
向
に
む
か
う
に
し
た
が
い
、
必
ず
ひ
ろ
く
役
に
た
つ
日
の
来
る
こ
と
を
、
私
は
信

じ
、
か
つ
希
望
し
て
い
ま
す
」
と
し
、
一
二
話
に
つ
い
て
惜
し
み
な
い
解
説
を
述
べ
て
い

る
。

　

石
田
の
気
概
は
「
解
説
」
の
ど
こ
を
引
い
て
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
が
、「
3　

小
指
太

郞
」
で
は
こ
ん
な
ふ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
のPetit Poucet

や
イ
ギ
リ
ス
のH

op-o-m
y-thum

b

と
同
型
の
、

全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
子
供
た
ち
に
も
つ
と
も
親
し
み
ぶ
か
い
拇お

や
ゆ
び指

太
郎
と
人
喰
鬼
の

話
の
、
白
ロ
シ
ヤ
に
つ
た
わ
る
一
例
で
あ
る
。
人
喰
鬼
の
子
供
た
ち
と
ベ
ッ
ド
を
入
れ

か
わ
つ
た
り
、
寝
間
帽
を
と
り
か
え
た
り
し
て
、
自
分
の
子
供
を
喰
べ
さ
せ
て
し
ま
う

話
も
、
鬼
の
七
里
長
靴
を
う
ば
つ
て
逃
げ
る
点
も
、
各
国
に
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
ロ

シ
ヤ
の
農
奴
の
陰
惨
な
生
活
苦
や
、
地
主
と
農
奴
と
の
あ
る
関
係
な
ど
、
多
少
こ
の
物

語
の
中
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
生
活
苦
を
脱
し
て
楽
な
暮
し
に
は
い

る
夢
が
、
小
指
太
郞
の
智
慧
と
力
と
に
よ
つ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
底
に
な
に

か
古
い
意
味
が
あ
つ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
の
小
サ
子
説
話
で
は
、
桃
太
郎
に

せ
よ
、
一
寸
法
師
に
せ
よ
、
爺
婆
に
福
徳
を
も
た
ら
す
小
童
が
、
も
と
も
と
水
の
世
界

か
ら
人
界
に
つ
か
わ
さ
れ
た
神
霊
で
あ
つ
た
ら
し
い
こ
と
が
、
柳
田
先
生
な
ど
の
研
究

に
よ
り
、
無
数
の
民
間
の
伝
承
か
ら
し
だ
い
に
証
明
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
つ
た
。
西

洋
の
小
サ
子
談
に
は
、
わ
が
国
ほ
ど
豊
富
に
古
い
世
の
信
仰
の
跡
を
と
ど
め
た
も
の
は

見
出
せ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
将
来
こ
う
し
た
東
洋
の
資
料
と
の
比
較
研
究
か
ら
、
も
し

今
ま
で
の
学
者
の
気
づ
か
な
か
つ
た
新
し
い
解
釈
の
み
ち
が
開
け
て
く
る
よ
う
な
こ
と

に
で
も
な
れ
ば
面
白
い
と
思
う
。

　
「
後
記
」
で
は
、「
こ
の
国
の
民
衆
の
古
来
の
伝
承
と
し
て
も
つ
と
も
典
型
的
と
お
も
わ
れ

る
と
同
時
に
、
ま
た
国
際
的
な
比
較
研
究
の
上
に
も
大
き
な
問
題
を
投
げ
あ
た
え
る
も
の
十

二
種
を
え
ら
び
だ
し
た
」
と
述
べ
た
が
、
そ
の
意
図
は
こ
の
記
述
に
も
よ
く
表
れ
て
い
る
。

す
で
に
『
一
寸
法
師
』（
ア
テ
ネ
文
庫
、
一
九
四
八
年
）
の
構
想
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
上
な
が
い
間
、
ひ
ど
い
専
制
政
治
の
も
と
に
、
自
由
を
う
ば
わ
れ
、
苦
し
い
生
活
を
し

の
ん
で
き
ま
し
た
。
無
邪
気
で
し
ん
ぼ
う
強
い
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
の
ん

び
り
し
て
い
る
よ
う
で
は
げ
し
い
性
質
を
も
ち
、
あ
ら
あ
ら
し
い
一
面
、
や
さ
し
い
人
情
も

も
つ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
こ
の
複
雑
な
民
族
が
、
ア
メ
リ
カ
人
と
な
ら
ん
で
、
こ
れ
か

ら
の
世
界
を
動
か
す
、
大
き
な
力
と
な
つ
て
い
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
結

ん
だ
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
東
西
冷
戦
の
構
造
を
視
野
に
入
れ
、
こ
の
昔
話
集
を
編
集
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

監
修
者
の
こ
と
ば　

柳
田
国
男
・
川
端
康
成

は
し
が
き　

石
田
英
一
郎

1　

宝
の
壺

2　

魔バ
バ
・
ヤ
ガ
ー女

3　

小
指
太
郞

4　

水
蛇

5　

海
の
王
と
賢
い
ヴ
ァ
シ
リ
ー
サ

6　

黄き

ん金
の
靴

7　

慾
の
深
い
坊
さ
ん

8　

三
人
兄
弟

9　

魔
法
に
し
ば
ら
れ
た
王
女

10　

死
人
の
話

11　

馬
鹿
と
白
樺

12　

火
の
鳥

解
説

後
記

　

驚
く
の
は
、
末
尾
の
「
解
説
」
と
「
後
記
」
で
あ
る
。「
は
し
が
き
」
は
子
供
向
き
の
概

説
に
な
っ
て
い
た
が
、
末
尾
の
二
つ
は
ま
っ
た
く
研
究
者
向
き
の
文
章
で
あ
る
と
言
っ
て
い

い
。「
解
説
」
は
「
以
下
の
解
説
の
中
に
は
さ
ん
だ
参
考
資
料
の
横
文
字
や
数
字
は
、
現
在

ま
だ
大
部
分
の
読
者
に
は
不
必
要
な
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
か
と
ば
し
て
読
ん
で
い
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1　

ル
ル
パ
の
首
領

2　

上
の
者
・
下
の
者

3　

山
姥
嫁
入

4　

サ
ン
ナ
イ
ペ
ツ
の
首
領

5　

サ
ヌ
ィ
ペ
シ
の
き
よ
う
だ
い

6　

流
れ
て
き
た
母
神

解
説

　　　
「
上
篇　

北
海
道
の
部
」
は
金
田
一
、「
下
篇　

樺
太
の
部
」
は
知
里
の
分
担
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、「
解
説
」
に
は
「
知
里
君
の
原
註
に
」
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
、

知
里
が
金
田
一
に
原
稿
を
渡
し
、
金
田
一
が
こ
れ
を
整
理
し
た
可
能
性
が
高
い
。「
解
説
」

は
無
記
名
だ
が
、
お
そ
ら
く
金
田
一
が
一
人
で
書
い
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
知
里
は
樺
太
ア
イ
ヌ
語
を
知
る
た
め
に
樺
太
の
女

金田一京助・知里真志保共編
『りくんべつの翁 

─アイヌの昔話─』初版

柳田国男・川端康成「監修者の
ことば」の裏頁に、「表紙カッ
トは、熊祭の熊の頭骨をイナウ
（削りばな）で飾つた木　イク
サパオマニ」とあり、表紙のデ
ザインを説明する。

金田一京助・知里真志保共編
『りくんべつの翁 

─アイヌの昔話─』再版

本扉の裏頁に、「表紙カットは、
熊祭の熊の頭骨をイナウ（削り
ばな）で飾つた木　イクサパオ
マニ」とあるが、表紙のデザイ
ンと対応していない。

五　

北
海
道
と
樺
太
の
ア
イ
ヌ
の
昔
話
の
筆
録

│
『
り
く
ん
べ
つ
の
翁
』

　

金
田
一
京
助
・
知
里
真
志
保
共
編
『
り
く
ん
べ
つ
の
翁
│
ア
イ
ヌ
の
昔
話
│
』
は
、
一
九

四
八
年
四
月
に
初
版
、
一
一
月
に
再
版
が
出
て
、
こ
れ
も
よ
く
読
ま
れ
た
。
表
紙
が
変
わ

り
、
口
絵
が
な
く
な
り
、「
監
修
者
の
こ
と
ば
」
が
巻
頭
か
ら
巻
末
に
動
い
て
い
る
。
こ
う

し
た
こ
の
文
庫
の
改
版
は
注
意
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
つ
か
め
て
い
な
い
。
小
さ
な
問
題
だ

が
、
そ
の
た
め
に
表
紙
と
そ
の
解
説
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
こ
と
だ
け
指
摘
し
て
お
く
。

　

金
田
一
の
「
は
し
が
き
」
は
、
ア
イ
ヌ
の
生
活
や
身
体
・
歴
史
を
述
べ
、
そ
の
同
化
政
策

に
つ
い
て
、「
今
の
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
、「
わ
れ
わ
れ
も
日
本
人
だ
。
日
本
人
と
し
て
笑
わ

れ
な
い
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
心
持
に
な
つ
て
、
ふ
る
い
習
慣
は
思
い

き
つ
て
す
て
て
、
も
う
今
日
は
、
衣
食
住
と
も
、
私
ど
も
と
な
ん
の
異
る
所
も
な
い
ま
で
に

な
つ
た
と
こ
ろ
で
す
」、「
そ
れ
で
す
か
ら
、
今
日
の
幼
い
人
び
と
の
中
に
は
、
も
う
ア
イ
ヌ

語
を
つ
か
う
人
な
ど
一
人
も
あ
り
ま
せ
ん
」
な
ど
と
解
説
す
る
の
は
、
今
と
な
っ
て
み
れ
ば

改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
認
識
で
あ
る
と
言
っ
て
お
き
た
い
。

　

今
、
初
版
で
構
成
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

監
修
者
の
こ
と
ば　

柳
田
国
男
・
川
端
康
成

は
し
が
き　

金
田
一
京
助

上
篇　

北
海
道
の
部　

金
田
一
京
助

1　

り
く
ん
べ
つ
の
翁

2　

上
の
太
郞
・
下
の
太
郞

3　

雲
井
の
神

4　

鬼お
に

鹿か

毛げ

5　

山
男
の
宝

6　

流
れ
て
来
た
子
供

7　

島
流
し

8　

金
色
の
大
鳥

9　

六
年
養
わ
れ
た
熊
の
話

10　

黄こ

金が
ね

の
首
飾

下
篇　

樺
太
の
部　

知
里
真
志
保

石井 : 関敬吾・石田英一郎と「世界昔ばなし文庫」
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つ
た
。
そ
れ
で
正
邪
が
わ
か
ら
な
い
時
に
勝
負
で
き
め
る
と
い
う
の
が
ア
イ
ヌ
文
学
に

見
る
い
つ
も
の
例
で
あ
る
。

　

北
海
道
の
「
2　

上
の
太
郞
・
下
の
太
郞
」
と
樺
太
の
「
2　

上
の
者
・
下
の
者
」
は
比

較
を
意
識
し
て
併
載
し
て
い
る
。
だ
が
、
国
際
的
な
比
較
研
究
に
対
す
る
認
識
よ
り
は
、
ア

イ
ヌ
の
言
語
や
思
考
に
関
す
る
解
説
が
大
半
に
な
っ
て
い
る
。

六　

変
ら
な
い
昔
話
の
型
か
ら
見
た
日
本

│
『
山
の
神
と
ほ
う
き
神
』

　

関
敬
吾
編
『
山
の
神
と
ほ
う
き
神
│
日
本
の
昔
話
│
』
は
、
一
九
四
八
年
六
月
に
初
版
、

一
一
月
に
再
版
が
出
て
、
こ
れ
も
よ
く
読
ま
れ
た
。
改
版
に
よ
っ
て
、
装
幀
の
上
で
は
『
り

く
ん
べ
つ
の
翁
│
ア
イ
ヌ
の
昔
話
│
』
と
同
様
の
変
化
が
あ
っ
た
。

　

関
は
「
は
し
が
き
」
で
、「
沢
山
の
昔
ば
な
し
を
集
め
て
、
似
か
よ
う
た
も
の
を
比
較
し

て
見
る
と
、
何
れ
に
も
共
通
し
た
変
ら
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
話
の
根
幹
と
も
い

う
べ
き
も
の
で
、
話
の
数
は
お
び
た
だ
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
変
ら
な
い
昔
ば
な

し
の
型
は
わ
ず
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
外
国
の
学
者
が
世
界
中
の
昔
ば
な
し
を
集
め
て
研
究

し
た
も
の
を
見
ま
す
と
、
こ
の
変
ら
な
い
も
と
の
型
と
い
う
も
の
が
七
百
五
十
ほ
ど
あ
り
ま

す
。
我
が
国
で
は
ま
だ
は
つ
き
り
し
た
こ
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
五
百
ぐ
ら
い
は
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
て
こ
の
う
ち
の
何
割
か
は
外
国
の
も
の
と
共
通
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

が
も
と
に
な
つ
て
国
々
で
、
い
ろ
い
ろ
変
化
し
て
い
る
わ
け
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ

に
は
、「
変
ら
な
い
昔
ば
な
し
の
型
」
と
い
う
概
念
が
示
さ
れ
る
。「
五
百
ぐ
ら
い
」
と
い
う

数
ま
で
出
て
い
る
の
で
、
す
で
に
『
日
本
昔
話
集
成
』
が
用
意
さ
れ
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。

　

今
、
初
版
で
構
成
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

監
修
者
の
こ
と
ば　

柳
田
国
男
・
川
端
康
成

は
し
が
き　

著
者
し
る
す

1　

灰
坊

2　

う
ぐ
い
す
の
一
文
銭

3　

旅
人
馬

4　

寅
千
代
丸

学
校
の
先
生
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
金
田
一
は
北
海
道
の
集
落
を
訪
ね
、
東
京
に
ア
イ
ヌ
を

呼
ん
で
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
が
こ
の
本
に
は
生
か
さ
れ
た
。
そ
れ

は
、「
1　

り
く
ん
べ
つ
の
翁
」
に
「〔
大
正
十
四
年
八
月
沙
流
の
コ
ポ
ア
ヌ
媼
（
当
時
六
十

六
歳
）
よ
り
杉
並
、
成
宗
三
三
二
の
自
宅
に
て
筆
録
〕」
と
あ
り
、「
1　

ル
ル
パ
の
首
領
」

に
「〔
昭
和
十
六
年
八
月
、
タ
ラ
ン
ト
マ
リ
に
於
て
、
西
田
ル
サ
さ
ん
（
五
十
七
歳
）
の
口

述
、
知
里
筆
録
〕」
と
あ
る
の
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。『
り
く
ん
べ
つ
の
翁
│
ア
イ
ヌ
の

昔
話
│
』
は
す
べ
て
編
者
の
聞
き
書
き
を
日
本
語
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、「
解
説
」
は
そ
の
内
容
や
言
葉
に
及
ぶ
。
例
え
ば
、
知
里

の
「
1　

ル
ル
パ
の
首
領
」
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

鯱
は
、
吾
々
の
問
に
は
、「
鯱
鉾
立
ち
」、
天
主
閣
の
上
の
「
鯱
鉾
」
ぐ
ら
い
に
し
か

用
の
な
い
名
に
な
つ
て
い
る
が
、
海
に
棲
む
哺
乳
類
で
、
群
を
成
す
時
は
、
鯨
を
殺
す

と
い
う
強
猛
な
も
の
ら
し
く
、
ア
イ
ヌ
で
は
レ
プ
ン
カ
ム
イ
即
ち
「
沖
の
神
」
と
し
て

崇
拝
さ
れ
、
陸
上
の
キ
ム
ン
カ
ム
イ
即
ち
「
山
の
神
」
の
熊
と
相
対
す
る
や
か
ま
し
い

も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
ユ
ー
カ
ラ
・
オ
イ
ナ
・
昔
ば
な
し
に
は
、
毎
度
出
て
来
、
家

に
よ
つ
て
は
、
又
部
落
に
よ
つ
て
は
、
殆
ん
ど
ト
ー
テ
ム
の
よ
う
に
も
な
つ
て
い
て
、

紋
章
に
も
な
つ
て
い
る
。
器
物
の
裏
面
に
よ
く
見
る
卜
字
に
似
た
彫
刻
は
、
そ
の
単
純

化
さ
れ
た
図
案
で
あ
る
。
背
鰭
が
高
く
海
の
水
面
に
出
て
、
矢
の
よ
う
に
早
く
行
く
、

そ
の
背
鰭
を
立
て
た
形
が
そ
れ
で
あ
る
。
大
抵
は
、
人
間
を
守
る
談
が
多
い
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
に
あ
げ
た
談
に
は
、
た
ま
た
ま
こ
の
神
の
い
た
ず
ら
が
物
語
ら
れ
て
い
る
。

　
「
筋
子
の
ス
ー
プ
」　

原
語
は
ホ
マ
・
ウ
セ
イ
で
、
ホ
マ
は
「
筋
子
」、
ウ
セ
イ
は

「
湯
」
で
あ
る
。
知
里
君
の
原
註
に
、「
乾
燥
鮭
卵
の
ス
ー
プ
で
、
魔
性
の
者
に
、
正
体

を
露
わ
さ
せ
る
力
が
あ
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
」
と
あ
る
。
そ
れ
で
、
今
こ

こ
で
急
に
つ
く
ら
せ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
ウ
カ
ラ
」ukar

は
、「
相
撃
」
の
義
。
昔
の
本
に
は
「
し
ゆ
つ
打
ち
」
と
出
て
い

る
。
し
ゆ
つ
と
は
、
ウ
カ
ラ
に
用
い
る
棍
棒shutu

の
こ
と
で
、
体
操
用
の
棍
棒
ほ
ど

の
も
の
で
、
先
に
筋
金
を
入
れ
た
り
、
イ
ボ
イ
ボ
を
つ
け
た
り
、
こ
れ
で
打
た
れ
た
ら

…
…
と
戦
慄
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
が
、
昔
は
あ
つ
た
。
武
器
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

平
時
に
も
、
刑
罰
に
用
い
ら
れ
、
又
決
闘
に
も
使
わ
れ
た
。
こ
こ
は
、
ど
つ
ち
が
正
し

い
か
を
決
定
す
る
試
合
で
あ
る
。「
正
し
い
の
が
勝
つ
」「
勝
つ
の
が
正
し
い
」
の
で
あ
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る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
狐
女
房
で
は
稲
の
成
熟
を
見
守
つ
て
く
れ
、
蛇
女
房
の

場
合
に
は
地
震
な
ど
の
災
害
を
予
め
知
ら
せ
、
難
を
逃
が
れ
さ
せ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
と
同
じ
く
鯉
を
助
け
た
男
が
恩
を
受
け
る
と
い
う
話
が
、
朝
鮮
民
譚
集
に
も

二
つ
ほ
ど
出
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
「
放
鯉
得
龍
女
」
と
い
い
、
鯉
の
報
恩
と
は
や

や
異
な
り
、
浦
島
太
郎
と
同
じ
形
式
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
い
ま
一
つ
は
「
鯉
と
貧
し

き
男
」
と
い
う
題
で
、
後
半
は
こ
こ
に
あ
げ
た
話
と
は
違
つ
て
子
供
が
三
人
生
れ
る

が
、
女
が
日
に
一
二
回
ず
つ
水
浴
す
る
の
を
、
男
は
不
思
議
に
思
つ
て
の
ぞ
く
と
鯉
だ

つ
た
の
で
、
遂
に
破
局
と
な
る
の
で
す
。
こ
れ
は
鶴
女
房
や
蛇
女
房
と
同
じ
形
式
で

す
。

　

実
は
、
こ
の
話
の
出
典
は
、
渡
辺
行
一
「
南
魚
沼
郡
昔
話
」（『
昔
話
研
究
』
第
七
号
、
一

九
三
五
年
）
の
「
一　

鯉
の
恩
返
し
」
で
あ
っ
た
。
関
は
「
解
説
」
の
末
尾
で
「
こ
こ
に
集

め
た
話
は
出
来
る
だ
け
語
ら
れ
る
ま
ま
を
保
存
す
る
よ
う
に
つ
と
め
ま
し
た
」
と
付
記
し

た
。
だ
が
、
出
典
の
冒
頭
「
昔
、
あ
る
処
に
あ
つ
た
て
が
ん
だ
。
貧
乏
の
婆
と
ア
ン
ニ
ヤ

（
兄
）
が
居
た
て
ん
が
。
兄
に
や
は
毎
日
々
々
縄
の
て
街
へ
持
つ
て
行
つ
て
、
そ
れ
を
売
つ

て
米
ら
の
味
噌
ら
の
買
う
て
食
ふ
や
う
の
貧
乏
ん
の
ら
と
」
は
、「
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ

に
あ
つ
た
そ
う
な
。
貧
乏
な
婆
さ
ま
と
若
者
と
が
あ
つ
た
そ
う
な
。
若
者
は
ま
い
日
ま
い
日

縄
を
な
つ
て
、
そ
れ
を
町
へ
も
つ
て
い
つ
て
、
売
り
歩
い
て
米
だ
の
味
噌
だ
の
買
う
て
食
う

よ
う
な
貧
乏
だ
つ
た
そ
う
な
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
出
来
る
だ
け
語
ら
れ
る
ま
ま
を
保
存
す

る
」
と
は
い
う
が
、
今
と
な
っ
て
見
れ
ば
、
や
は
り
わ
か
り
や
す
い
共
通
語
化
が
図
ら
れ
て

い
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

お
も
し
ろ
い
の
は
、「
13　

鬼
が
笑
う
」
の
「
解
説
」
に
、「
こ
れ
は
文
献
か
ら
た
ど
り
得

る
歴
史
も
か
な
り
古
く
、
ま
た
分
布
も
世
界
的
で
す
。『
火
の
鳥
』
の
中
の
「
魔
女
」
の
話

も
こ
の
昔
ば
な
し
の
一
種
で
す
」
と
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
先
の
石
田
英
一
郎
編
『
火

の
鳥
│
ロ
シ
ヤ
の
昔
話
│
』
の
「
2　

魔バ
バ
・
ヤ
ガ
ー女

」
と
の
類
似
を
示
唆
し
て
い
る
。
関
は
「
世

界
昔
ば
な
し
文
庫
」
を
体
系
的
に
捉
え
て
、「
解
説
」
を
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

七　

イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
昔
話
の
調
査
研
究

│
『
象
と
さ
る
と
バ
ラ
モ
ン
と
』

　

河
田
清
史
編
『
象
と
さ
る
と
バ
ラ
モ
ン
と
│
イ
ン
ド
の
昔
話
│
』
は
、
一
九
四
八
年
七
月

5　

山
の
神
と
ほ
う
き
神

6　

姉
と
弟

7　

馬
喰
や
そ
八

8　

焼
餅
爺
さ
ま

9　

起
上
り
小
法
師

10　

こ
ん
び
太
郞

11　

魚
の
玉

12　

鯉
の
報
恩

13　

鬼
が
笑
う

14　

金
の
茄
子

15　

お
と
ん
女
郞

16　

紅
皿
と
か
げ
皿

17　

骸
骨
の
歌

18　

豆
助

19　

灰
ま
き
童
子

20　

あ
く
と
太
郞

解
説

　

こ
れ
は
子
供
向
け
の
読
み
物
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
の
出
典
は
示
さ

れ
ず
、
例
え
ば
、「
12　

鯉
の
報
恩
」
の
末
尾
に
は
「
│
│
新
潟
県
南
魚
沼
郡
│
│
」
と
あ

る
だ
け
で
あ
る
。「
解
説
」
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

12　

鯉
の
報
恩　

こ
れ
は
動
物
報
恩
譚
で
す
が
、
こ
れ
に
も
い
ろ
い
ろ
な
形
式
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
の
形
式
は
曾
て
助
け
ら
れ
た
動
物
が
、
女
に
化
け
て
来
て
恩
を
報

ず
る
と
い
う
話
で
す
。「
う
ぐ
い
す
の
一
文
銭
」
の
と
こ
ろ
で
も
一
寸
書
き
ま
し
た
が
、

鶴
ま
た
は
山
鳥
或
は
鴨
の
報
恩
で
自
分
の
羽
を
拔
い
て
機
を
織
つ
て
そ
れ
を
売
つ
て
恩

を
報
ず
る
話
。
あ
る
い
は
葛
の
葉
な
ど
と
呼
ば
れ（

マ
マ
）狐

の
報
恩
譚
。
蛇
女
房
、
蛙
女
房
、

蛤
女
房
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
昔
ば
な
し
は
本
来
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
ド
に
終

る
の
が
普
通
で
す
が
、
こ
の
形
式
の
話
は
大
抵
は
先
に
も
い
つ
た
よ
う
に
化
け
た
動
物

の
正
体
を
発
見
し
て
、
結
末
は
不
幸
に
終
る
も
の
が
多
い
。
中
に
は
間
接
に
恩
を
報
ず

石井 : 関敬吾・石田英一郎と「世界昔ばなし文庫」
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第
十
話　

象
の
征
服
者
ハ
チ
・
シ
ン

Ⅲ　

西
北
部
地
方

第
十
一
話　

名
君
ハ
ー
タ
ム

第
十
二
話　

ご
機
嫌
な
お
つ
た
不
平
男

第
十
三
話　

か
た
い
同
盟

第
十
四
話　

ハ
ー
ヤ
・
バ
ン
ド
と
ズ
ー
ラ
・
コ
オ
タ
ン

解
説

　
「
目
次
」
に
は
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
と
し
か
な
い
が
、「
解
説
」
に
よ
っ
て
補
足
し
た
。
河
田
は
五

〇
〇
話
ほ
ど
の
話
か
ら
こ
の
一
四
話
を
選
ん
だ
が
、
イ
ン
ド
の
自
然
・
歴
史
・
人
種
か
ら
三

地
方
に
分
け
る
の
が
い
い
と
し
た
。
Ⅰ
は
マ
ド
ラ
ス
・
ボ
ン
ペ
イ
・
マ
イ
ゾ
ー
ル
・
セ
イ
ロ

ン
・
ハ
イ
ダ
ラ
バ
ー
ド
・
中
央
な
ど
の
各
州
か
ら
な
る
南
部
地
方
、
Ⅱ
は
ベ
ン
ガ
ル
・
ビ

ハ
ー
ル
・
ア
ッ
サ
ム
・
連
合
の
各
州
か
ら
な
る
東
北
部
地
方
、
Ⅲ
は
カ
シ
ミ
ー
ル
・
パ
ン

ジ
ャ
ブ
・
ラ
ジ
プ
タ
ナ
・
シ
ン
ド
の
各
州
か
ら
な
る
西
北
部
地
方
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
地
方

に
つ
い
て
概
説
し
た
上
で
、
各
話
の
特
色
を
述
べ
る
。
例
え
ば
、
南
部
地
方
の
「
第
一
話　

さ
る
と
ド
ラ
」
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
話　

さ
る
と
ド
ラ

│
き
わ
め
て
無
邪
気
な
れ
い
ろ
う

0

0

0

0

な
こ
の
話
は
、
南
イ
ン

ド
の
あ
か
る
さ
を
、
人
の
こ
こ
ろ
の
明
る
さ
を
し
め
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
ち

よ
つ
と
ず
る
い
こ
と
を
し
て
、
次
か
ら
次
へ
と
い
ろ
い
ろ
な
い
い
品
物
に
か
え
て
行
く

話
は
、
た
だ
南
イ
ン
ド
ば
か
り
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

　

ず
る
い
取
引
の
話
は
各
地
方
で
ち
よ
い
、
ち
よ
い
み
か
け
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
主
人

が
さ
る
で
は
な
く
、
鼠
に
か
わ
つ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
最
初
は
き
ま
つ
て
、
尻
っ
ぽ
に

棘
を
さ
し
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
す
が
、
次
々
と
交
換
し
て
い
く
品
物
は
け
つ
し

て
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東

（
マ
マ
）北

部
の
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
の
こ
の
種
の
話
は
、「
さ
る
と

ド
ラ
」
の
さ
る
よ
り
も
は
る
か
に
ず
る
い
鼠
が
主
人
公
で
、
次
々
と
品
物
を
交
換
し
て

い
く
方
法
も
、
な
か
な
か
念
の
い
つ
た
複
雑
な
悪
い
も
の
で
、
最
後
に
王
女
を
妻
に
す

る
と
こ
ろ
ま
で
進
み
ま
す
が
、
策
に
た
お
れ
て
わ
れ
知
ら
ず
焼
け
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
ず
る
さ
も
悪
ど
く
、
筋
も
く
ど
く
、
結
末
は
陰
惨
で
あ
り
ま
す
。

　

と
う
て
い
、「
さ
る
と
ド
ラ
」
の
南
部
の
純
一
な
あ
か
る
さ
に
か
な
い
ま
せ
ん
。

に
初
版
、
一
一
月
に
再
版
が
出
て
、
こ
れ
も
よ
く
読
ま
れ
た
。
改
版
に
よ
っ
て
、
装
幀
の
上

で
は
『
り
く
ん
べ
つ
の
翁
│
ア
イ
ヌ
の
昔
話
│
』
と
同
様
の
変
化
が
あ
っ
た
。

　

河
田
は
「
ま
え
が
き
」
で
、
イ
ン
ド
の
地
理
や
歴
史
を
述
べ
、
無
数
の
民
族
が
存
在
す
る

の
で
、
一
地
方
一
種
族
の
昔
話
を
調
べ
る
だ
け
で
も
大
変
だ
と
す
る
。
だ
が
、「
幸
い
な
こ

と
に
、
イ
ン
ド
植
民
地
を
三
百
年
に
わ
た
つ
て
経
営
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
さ
す
が
で
あ
り
ま

す
。
イ
ギ
リ
ス
人
の
手
に
よ
つ
て
、
イ
ン
ド
全
土
の
百
般
の
方
面
に
わ
た
る
調
査
研
究
と
い

う
も
の
は
、
実
に
行
き
と
ど
い
た
立
派
な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
昔
話
の
方
面
で
も
約
百
年

ほ
ど
ま
え
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
の
さ
ま
ざ
ま
な
昔
話
が
し
ら
べ
ら
れ
、
研
究
さ
れ
、
貴

重
な
本
と
な
つ
て
の
こ
つ
て
い
ま
す
。
一
地
方
の
一
種
族
の
昔
話
に
一
生
を
さ
さ
げ
る
と
い

つ
た
よ
う
な
学
者
が
、
い
く
人
も
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
れ
て
、
イ

ン
ド
人
の
多
く
の
学
者
も
協
力
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
の
貴
い
努
力
に
よ
つ
て
、
各

地
方
々
々
の
昔
話
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
貴
い
本
が
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
英
語

の
本
の
お
か
け
で
、
今
日
の
わ
た
し
た
ち
は
、
や
つ
か
い
な
イ
ン
ド
全
土
の
昔
話
の
あ
ら
ま

し
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ン
ド
の
昔
話
集

の
発
行
状
況
を
的
確
に
捉
え
た
上
で
、
こ
の
本
が
編
ま
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
。

　

や
は
り
初
版
で
構
成
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

監
修
者
の
こ
と
ば　

柳
田
国
男
・
川
端
康
成

ま
え
が
き　

河
田
清
史

Ⅰ　

南
部
地
方

第
一
話　

さ
る
と
ド
ラ

第
二
話　

乞
食
と
カ
ス
テ
ラ
ま
ん
じ
ゅ
う

第
三
話　

易
者
の
息
子
ガ
ン
ガ
ダ
ー
ラ

Ⅱ　

東
北
部
地
方

第
四
話　

サ
バ
イ
草

第
五
話　

象
と
あ
り

第
六
話　

猿
少
年

第
七
話　

夢
み
る
男

第
八
話　

思
い
も
か
け
ず
金
持
に
な
つ
た
バ
ラ
モ
ン

第
九
話　

四
つ
の
な
ぞ
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序
文
著
者

1　

キ
ン
ノ
ン
姫
と
王
子

2　

隠
者
と
小
姓

3　

夢
の
話

4　

十
二
人
の
姉
妹

5　

隠
者
と
虎

6　

龍
王
と
猟
師

7　

人
間
と
動
物
の
知
恵
く
ら
べ

8　

ア
イ
カ
ロ
ク
も
の
が
た
り

9　

ほ
ら
貝
王
子

解
説

　
「
解
説
」
に
は
「
シ
ャ
ム
人
と
ラ
オ
人
は
、
タ
イ
族
と
い
う
大
き
な
民
族
の
一
つ
で
す
。

シ
ャ
ム
の
国
を
タ
イ
国
と
も
い
う
の
は
、
こ
の
民
族
の
名
か
ら
来
て
い
る
わ
け
で
す
」
と
あ

る
が
、
植
民
地
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
今
日
の
タ
イ
国
と
は
微
妙
に
異
な
る
。
各
話

末
に
は
そ
の
微
妙
な
差
異
に
基
づ
い
て
、
1
・
6
・
8
が
シ
ャ
ム
・
シ
ャ
ン
、
2
が
ラ
オ

ス
、
3
・
7
が
仏
印
タ
イ
族
、
4
が
タ
イ
族
共
通
の
昔
話
、
5
・
9
が
シ
ャ
ム
と
あ
る
。

「
解
説
」
で
も
、
例
え
ば
、「
1　

キ
ン
ノ
ン
姫
と
王
子
」
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
話
の
「
キ
ン
ノ
ン
姫
と
王
子
」
の
話
は
、
ひ
ろ
く
タ
イ
族
の
間
に
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
て
、
ビ
ル
マ
の
シ
ャ
ン
で
も
、
仏
印
の
ラ
オ
ス
で
も
、
シ
ャ
ム
国
内
の
ラ
オ
ス

地
方
で
も
、
多
少
な
か
み
は
ち
が
い
ま
す
が
、
見
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
の
羽

衣
伝
説
に
大
そ
う
似
て
い
て
、
中
国
と
同
じ
よ
う
に
、
羽
衣
の
天
女
は
、
鳥
の
一
種
に

な
つ
て
い
ま
す
。
キ
ン
ノ
ン
は
女
に
か
ぎ
ら
ず
、
男
の
キ
ン
ノ
ン
も
お
り
、
か
ら
だ
が

人
間
で
、
腰
か
ら
足
が
鳥
の
形
を
し
た
天
鳥
で
あ
り
ま
す
。

　

ほ
か
の
タ
イ
族
の
間
に
伝
わ
つ
て
い
る
話
は
、
王
子
と
結
婚
し
て
か
ら
は
、
天
鳥
は

天
に
戻
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
、
王
子
と
幸
福
に
く
ら
す
と
い
う
所
で
終
つ
て
い
ま
す

が
、
シ
ャ
ム
の
シ
ャ
ン
人
の
間
で
話
さ
れ
る
も
の
は
、
そ
の
続
き
が
あ
り
、
王
子
が
天

鳥
を
追
つ
て
天
国
に
行
く
ま
で
の
冒
険
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
明
き

ら
か
に
、
パ
ン
ヤ
サ
チ
ャ
ド
ク
を
書
い
た
坊
さ
ん
が
か
つ
て
に
つ
け
加
え
た
部
分
で
あ

　

こ
う
し
て
南
部
地
方
の
「
さ
る
と
ド
ラ
」
を
採
録
し
た
理
由
が
明
か
さ
れ
る
。「
解
説
」

の
最
後
に
は
「
一
番
参
考
に
な
つ
た
本
の
名
前
」
が
七
冊
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
べ
て
英
語

の
文
献
で
あ
る
。

八　

生
ま
れ
育
っ
た
シ
ャ
ム
の
昔
話
を
書
く
喜
び

│
『
ほ
ら
貝
王
子
』

　

江
尻
英
太
郎
編
『
ほ
ら
貝
王
子
│
タ
イ
の
昔
話
│
』
は
、
一
九
四
八
年
九
月
に
初
版
、
一

一
月
に
再
版
が
出
て
、
こ
れ
も
よ
く
読
ま
れ
た
。
改
版
に
よ
っ
て
、
装
幀
の
上
で
は
『
り
く

ん
べ
つ
の
翁
│
ア
イ
ヌ
の
昔
話
│
』
と
同
様
の
変
化
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
十
分
な
確

認
が
で
き
て
い
な
い
。
一
九
四
八
年
一
一
月
に
、
続
く
服
部
四
郎
編
『
金
と
銀
の
さ
い
こ
ろ

│
ア
ル
タ
イ
系
諸
族
の
昔
話
│
』
と
小
川
亮
作
・
河
崎
珪
一
共
編
『
金
の
燭
台
│
イ
ラ
ン
・

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
昔
話
│
』
と
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ま
で
の
も
の
を
重
版
し
て
一
括
販
売
し

た
と
思
わ
れ
る
。

　

江
尻
の
「
序
文
」
に
は
、
シ
ャ
ム
（
ま
た
は
タ
イ
）
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず

「
こ
ん
ど
わ
た
く
し
の
書
い
た
こ
の
本
が
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
う
と
、
わ

た
く
し
は
た
い
そ
う
う
れ
し
い
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
わ
た
く
し
は
シ
ャ
ム
で
生
れ
、

シ
ャ
ム
の
首
府
バ
ン
コ
ッ
ク
市
で
育
ち
、
シ
ャ
ム
の
学
校
を
出
た
の
で
す
。
わ
た
く
し
は

シ
ャ
ム
の
本
や
、
シ
ャ
ム
の
人
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
昔
話
を
読
ん
だ
り
、
聞
い
た
り
し
ま

し
た
。
い
ま
、
わ
た
く
し
が
知
つ
て
い
る
シ
ャ
ム
の
昔
話
の
中
か
ら
、
日
本
の
皆
さ
ん
が
喜

び
そ
う
な
話
を
え
ら
ん
で
、
こ
こ
に
書
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
珍
ら
し
い
話
だ
な
と
喜
ん
で

下
さ
る
こ
と
を
思
う
と
、
う
れ
し
く
て
し
か
た
な
い
の
で
す
」
と
述
べ
た
。

　

江
尻
が
ど
う
し
た
理
由
で
タ
イ
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
環
境
の

中
で
幼
い
と
き
か
ら
実
際
に
昔
話
を
聞
い
た
り
、
本
の
昔
話
を
読
ん
だ
り
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
タ
イ
語
は
か
な
り
得
意
だ
っ
た
ら
し
く
、『
タ
イ
語
文
典
』（
大
八
洲
出
版
、
一
九
四
四

年
）
の
著
書
も
あ
っ
た
の
で
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
タ
イ
通
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
特
殊
な
書
き
手
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
。

　

や
は
り
初
版
で
構
成
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

監
修
者
の
こ
と
ば　

柳
田
国
男
・
川
端
康
成
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6　

悪
狐
の
い
た
ず
ら

7　

欲
ば
り
の
カ
ル
ン
バ
イ
と
頓
智
者
の
ア
ル
ダ
ル
コ
シ

8　

三
人
兄
弟

9　

山
男
と
お
爺
さ
ん

10　

蒙
古
の
昔
ば
な
し

（
イ
）
鼠
の
怪
我

（
ロ
）
フ
ル
ン
シ
ョ
ボ
ー
と
い
う
鳥
の
瘤

（
ハ
）
男
の
子
と
魔
物

（
ニ
）
お
爺
さ
ん
を
ね
ら
う
虎
と
狐

（
ホ
）
拾
い
ぐ
い
を
し
た
狐
と
狼

（
ヘ
）
乾
草
と
卵
と
あ
ぶ
ら
肉

（
ト
）
二
人
の
坊
さ
ん

（
チ
）
金
と
銀
の
さ
い
こ
ろ

（
リ
）
愚
か
な
王
子
と
賢
い
娘

解
説

附
記

監
修
者
の
こ
と
ば　

柳
田
国
男
・
川
端
康
成

　

話
末
に
は
話
を
伝
え
た
人
が
、
1
は
カ
ル
ム
イ
ク
、
2
・
3
は
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
、
4
・

5
・
6
は
ド
ル
ガ
ン
、
7
は
カ
ザ
ッ
フ
、
8
は
ウ
ズ
ベ
ッ
ク
、
9
は
ノ
ガ
イ
、
10
は
無
記
載

だ
が
、
蒙
古
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
解
説
」
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

　

こ
の
本
に
紹
介
し
た
昔
ば
な
し
に
つ
い
て
も
、
お
な
じ
叢
書
の
「
火
の
鳥
」
と
い
う

本
の
中
で
、
石
田
英
一
郎
さ
ん
が
試
み
ら
れ
た
よ
う
な
比
較
研
究
や
民
俗
学
的
な
研
究

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
言
語
学
を
専
攻
と
す
る
者
で
あ
り
、
い
ま
参
考
書
を
利

用
す
る
便
宜
が
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
研
究
は
ほ
か
の
方
に
や
っ
て
戴
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
が
大
き
く
な
ら
れ
た
ら
、
自
分
で
研
究
し
て
ご
ら
ん
に
な
る
の
も
大
変

結
構
で
す
。
た
だ
、
私
は
、
こ
れ
ら
の
昔
ば
な
し
の
行
わ
れ
て
い
る
民
族
の
生
活
を
多

少
知
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点
に
関
す
る
説
明
を
加
え
て
、
お
話
が
一
そ
う
わ
か
り

ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
話
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
タ
イ
族
の
人
々
は
な
に
を
す
る
の
に
も
、
占
い
を
し

て
運
勢
が
い
い
か
わ
る
い
か
を
見
て
か
ら
す
る
と
い
う
風
習
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
で
も
、

お
葬
式
を
す
る
に
も
、
縁
起
の
良
い
日
を
占
い
で
え
ら
ぶ
な
ら
わ
し
が
あ
り
ま
す
。

　

前
に
い
つ
た
よ
う
に
、
だ
い
じ
な
祭
典
の
儀
式
は
バ
ラ
モ
ン
教
の
や
り
方
で
い
た
し

ま
す
。
た
と
え
ば
、
出
産
祝
、
元
服
式
、
宮
中
の
儀
式
、
種
ま
き
祭
、
豊
作
祭
な
ど
が

こ
れ
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
話
の
前
半
は
純
粋
の
タ
イ
族
の
も
の
で
、
後
半
は
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ

ト
の
シ
ン
ド
バ
ド
の
冒
険
を
想
い
出
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
れ
は
仏
教
を
通
じ
て

印
度
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

九　

言
語
学
の
専
攻
者
が
書
い
た 

ア
ル
タ
イ
系
語
族
の
昔
話 

│
『
金
と
銀
の
さ
い
こ
ろ
』

　

服
部
四
郎
編
『
金
と
銀
の
さ
い
こ
ろ
│
ア
ル
タ
イ
系
諸
族
の
昔
話
│
』
は
、
次
の
小
川
亮

作
・
河
崎
珪
一
共
編
『
金
の
燭
台
│
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
昔
話
│
』
と
同
じ
一
九

四
八
年
一
一
月
に
発
行
さ
れ
た
。
再
版
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

服
部
は
「
ま
え
が
き
」
で
、
耳
慣
れ
な
い
「
ア
ル
タ
イ
語
族
」
は
西
の
方
か
ら
チ
ュ
ル
ク

語
、
蒙
古
語
、
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
語
に
分
か
れ
、「
日
本
語
に
似
た
点
が
多
い
」
こ
と
を
指
摘

し
、
そ
う
し
た
人
々
の
間
に
伝
わ
る
昔
話
に
つ
い
て
書
い
た
と
す
る
。
そ
の
中
に
は
「
自
分

で
集
め
た
も
の
」
と
「
外
国
の
学
者
な
ど
の
集
め
た
も
の
」
が
あ
る
と
し
、
小
川
亮
作
と
金

田
一
春
彦
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
も
述
べ
る
。

　

初
版
で
構
成
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
え
が
き　

服
部
四
郎

1　

ワ
ッ
チ
ル
の
冒
険

2　

力
持
ち
の
小
人

3　

白
鳥
と
鴉

4　

狐
の
皮
と
お
婆
さ
ん

5　

鴉
が
肉
を
食
べ
る
わ
け
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り
、
促
音
便
の
「
っ
」
の
表
記
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
初
め
て
採
用
さ
れ
た
。

一
〇　

イ
ラ
ン
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
実
際
に
聞
い
た
昔
話

│
『
金
の
燭
台
』

　

小
川
亮
作
・
河
崎
珪
一
共
編
『
金
の
燭
台
│
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
昔
話
│
』

は
、
先
の
『
金
と
銀
の
さ
い
こ
ろ
│
ア
ル
タ
イ
系
諸
族
の
昔
話
│
』
と
同
じ
一
九
四
八
年
一

一
月
に
発
行
さ
れ
た
。
や
は
り
再
版
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

そ
れ
ま
で
最
初
に
あ
っ
た
よ
う
な
内
容
の
文
章
が
、
な
ぜ
か
、
こ
の
本
で
は
「
あ
と
が

き
」
に
な
っ
て
い
る
。
い
き
な
り
「
1　

易
者
」
か
ら
始
ま
る
の
は
い
か
に
も
不
親
切
で
あ

り
、
何
か
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
あ
と
が
き
」
で
は
、
昔
、
イ
ラ
ン
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
と
国
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
由
来
、
そ
し
て
、
そ
の
歴
史
と
宗
教
を
説
明
し
、

「
か
れ
ら
が
外
国
の
圧
迫
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
く
国
を
保
つ
て
い
る
の
も
、
か
れ
ら
の
こ

う
し
た
如
才
の
な
い
世
渡
り
の
う
ま
さ
と
、
そ
し
て
生
れ
つ
き
の
自
尊
心
の
強
さ
に
よ
る
も

の
と
思
い
ま
す
」
と
結
ん
だ
。
こ
う
し
た
内
容
か
ら
見
て
も
、
や
は
り
、「
ま
え
が
き
」
と

し
て
置
き
た
か
っ
た
文
章
で
あ
る
。

　

初
版
で
構
成
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

1　

易
者

2　

ぼ
ん
や
り
蛇
王
子
の
話

3　

小
馬
ケ
ー
タ
ス
の
話

4　

フ
ァ
ー
テ
メ
ち
や
ん

5　

禿
頭
と
髯
な
し
の
話

6　

金
の
燭
台

7　

利
口
者
の
托ダ

ル
ウ
イ
シ

鉢
僧

8　

百
姓
男
と
高
利
貸
し
の
話

9　

フ
ァ
ー
イ
ズ
の
笛

10　

亀
の
甲
羅
か
ぶ
り
と
狐

11　

イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
の
商
人
と
こ
れ
に
背
い
た
妻
の
話

12　

怪
蛇
ユ
ー
ハ
ー

解
説

や
す
く
な
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
外
国
の
文
学
を
読
む
と
き
に
は
こ
と
に
そ
う
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
昔
ば
な
し
を
読
む
の
に
も
、
そ
の
民
族
の
思
想
や
生
活
を
知
ら
な
い

と
、
十
分
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
民
族
は
違
っ
て
も
同
じ
人
間
で
す
か
ら
物

の
考
え
方
が
似
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
違
っ
た

点
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
外
国
の
文
学
や
昔
ば
な
し
を
読
ん
で
も
、
す
べ

て
日
本
式
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
癖
が
あ
り
ま
す
が
、
理
想
を
い
う
と
、
こ
れ
は
根
本

的
に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
私
た
ち
と
は
違
っ
た
物
の
考
え
方
を
す
る

人
た
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
小
さ
い
皆
さ
ん
が
よ
く
諒
解
す
る
、
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
本
当
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
事
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
が
よ
く
理
解
さ
れ

る
と
、
私
た
ち
自
身
の
物
の
考
え
方
を
客
観
的
に
批
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
私
た
ち
の
習
慣
を
改
善
し
て
結
局
日
本
民
族
を
よ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

す
。
ま
た
、
自
分
ら
ば
か
り
を
基
準
に
し
て
考
え
、
自
分
ら
の
習
慣
と
違
っ
て
い
る
も

の
は
何
で
も
変
で
笑
う
べ
き
も
の
だ
と
考
え
る
よ
う
な
、
排
他
的
な
独
り
よ
が
り
の
考

え
方
が
う
す
ら
ぐ
か
ら
で
す
。
外
国
人
か
ら
見
れ
ば
、
私
た
ち
の
習
慣
が
変
で
お
か
し

く
見
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
点
が
よ
く
の
み
こ
め
て
い
る
と
、
外
国
人
と
の
交
際
が
一

そ
う
円
滑
に
行
く
わ
け
で
す
。

　

服
部
は
「
言
語
学
を
専
攻
と
す
る
者
」
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
を
貫
き
通
す
。
そ
こ
で
提
案

す
る
の
が
フ
ラ
ン
ス
の
言
語
学
者
メ
イ
エ
を
踏
ま
え
た
「
系
統
に
関
す
る
研
究
」
で
あ
っ

た
。
系
統
的
な
言
語
学
と
国
際
的
な
比
較
研
究
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
る
の
か
と
い
う
課
題

を
提
案
し
た
が
、
そ
こ
ま
で
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

各
話
の
「
解
説
」
に
つ
い
て
は
、「
10　

蒙
古
の
昔
ば
な
し
」
か
ら
始
め
た
。
そ
れ
は
一

九
三
五
年
の
夏
、
満
洲
の
ホ
ロ
ン
バ
イ
ル
（
興
安
北
省
）
に
滞
在
中
、
蒙
古
の
子
供
た
ち
か

ら
直
接
蒙
古
語
で
聞
き
取
っ
た
も
の
か
ら
翻
訳
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
最
初
に

戻
っ
て
、「
1　

ワ
ッ
チ
ル
の
冒
険
」
か
ら
「
9　

山
男
と
お
爺
さ
ん
」
ま
で
を
解
説
し
て

い
る
。

　

や
や
特
異
な
の
は
「
附
記
」
で
、
日
本
語
の
表
記
法
に
つ
い
て
か
な
り
詳
し
く
述
べ
て
い

る
点
が
あ
る
。
現
代
仮
名
遣
い
そ
の
も
の
も
変
化
し
て
ゆ
く
時
期
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上

に
言
い
伝
え
ら
れ
た
昔
話
を
ど
の
よ
う
に
表
記
す
る
か
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
自
明
な
こ

と
で
は
な
か
っ
た
。
服
部
が
こ
だ
わ
っ
た
の
は
終
始
一
貫
し
て
言
語
の
問
題
そ
の
も
の
で
あ
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惜
し
い
こ
と
だ
か
ら
、
書
き
と
め
て
お
こ
う
と
い
う
の
で
、
二
、
三
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

が
、
こ
う
い
う
口
づ
て
の
イ
ラ
ン
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
昔
ば
な
し
を
集
め
て
本
に
し

て
出
し
ま
し
た
。
ま
た
イ
ラ
ン
人
や
ア
フ
ガ
ン
人
自
身
も
、
最
近
集
め
だ
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
集
め
ら
れ
た
も
の
は
ほ
ん
の
一
部
分
で
、
ま
だ
ま
だ

面
白
い
話
の
大
部
分
が
、
集
め
ら
れ
ず
に
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
イ
ラ
ン
の
昔
話
集
四
冊
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
昔
話
集
一
冊
を
紹
介
す
る
が
、

「
こ
の
本
に
収
め
た
十
二
の
お
話
は
私
達
二
人
が
、
イ
ラ
ン
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
き
い
た

昔
ば
な
し
の
う
ち
で
も
一
番
有
名
な
面
白
い
も
の
ば
か
り
で
す
」
と
あ
る
の
で
、
小
川
と
河

崎
は
実
際
に
昔
話
を
聞
い
て
こ
れ
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
初
め
の
五
話
は
河
崎
、
残
り
の
七

話
は
小
川
が
執
筆
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
語
り
手
を
認
識
し
、
さ
ら
に
文
献
も

把
握
し
た
上
で
編
ま
れ
た
一
冊
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
一　

世
界
平
和
と
デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
昔
話

│
『
う
た
う
木
の
葉
』

　

石
田
英
一
郎
著
『
う
た
う
木
の
葉
│
デ
ン
マ
ー
ク
童
話
集
│
』
は
出
版
社
を
異
に
す
る

が
、「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
の
流
れ
で
発
行
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
の
で
、
詳
述

し
な
い
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
石
田
は
「
は
し
が
き
」
で
、
日
本
と
対
比
し
な
が
ら
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
を
訪
れ
て
感
じ
た
「
幸
福
な
平
和
」
に
つ
い
て
述
べ
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
た
。

　

そ
こ
で
こ
ん
ど
の
戦
争
の
後
に
は
、
軍
国
主
義
に
し
つ
ぱ
い
し
て
今
日
の
み
じ
め
な

有
様
に
お
ち
い
つ
た
私
ど
も
日
本
人
も
、
ふ
た
た
び
立
ち
あ
が
る
た
め
に
は
、
こ
の
デ

ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
歴
史
に
学
べ
、
と
い
う
言
葉
を
度
た
び
耳
に
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

一
ば
ん
大
切
な
は
じ
め
て
の
学
校
時
代
を
、
戦
争
と
い
う
大
き
な
わ
ざ
わ
い
に
ま
き

こ
ま
れ
た
あ
な
た
方
は
、
戦
争
が
い
か
に
悲
惨
で
お
ろ
か
し
い
も
の
で
あ
る
か
が
、
身

に
し
み
て
お
わ
か
り
に
な
つ
た
こ
と
で
し
よ
う
。
も
し
人
間
が
本
と
う
に
他
の
け
だ
も

の
よ
り
も
一
段
と
高
い
か
し
こ
い
動
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
ん
な
ば
か
げ
た
戦
争
に
何

百
万
人
の
人
と
人
と
が
殺
し
合
う
よ
う
な
ま
ね
は
や
め
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー

あ
と
が
き

監
修
者
の
こ
と
ば　

柳
田
国
男
・
川
端
康
成

　

こ
れ
ま
で
の
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
と
違
っ
て
、
各
話
の
解
説
は
話
末
に
入
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、「
6　

金
の
燭
台
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ジ
ン　

魔ま

精し
よ
う

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
天
使
で
も
な
く
、
人
間
で
も
な
く
、
ち
よ
う
ど

そ
の
あ
い
だ
ぐ
ら
い
の
も
の
で
、
魔
力
を
そ
な
え
て
い
て
、
よ
く
猫
だ
の
羊
だ
の
に

化
け
ま
す
。
イ
ラ
ン
人
や
ア
フ
ガ
ン
人
は
こ
の
魔ジ

ン精
に
つ
か
ま
れ
る
こ
と
を
非
常
に

恐
が
つ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
似
た
話
は
「
千
一
夜
物
語
」
に
も
出
て
い
ま
す
。
日
本
に
そ
つ
く
り
同
じ
の

は
な
い
が
、
部
分
的
に
似
た
話
は
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
各
話
末
に
説
明
が
あ
る
方
が
読
者
に
と
っ
て
は
親
切
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
た
め
、「
解
説
」
に
は
こ
う
し
た
説
明
は
な
く
、「
一
、
話
の
由
来
」「
二
、
ペ
ル
シ
ァ

お
よ
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
い
う
国
」
と
し
て
概
説
を
述
べ
る
。
興
味
深
い
の
は
「
一
、
話

の
由
来
」
で
、
そ
の
冒
頭
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
ら
れ
る
。

　

イ
ラ
ン
（
ペ
ル
シ
ァ
）
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
大
へ
ん
昔
ば
な
し
の
多
い
国
で
あ
る
。

こ
の
地
方
は
古
来
、
文
化
の
交
流
点
に
位（

マ
マ
）し

て
い
ま
し
た
の
で
、
イ
ン
ド
や
ア
ラ
ビ
ヤ

を
は
じ
め
、
世
界
の
国
ぐ
に
か
ら
伝
わ
つ
て
き
た
昔
ば
な
し
も
多
い
し
、
ま
た
イ
ラ
ン

人
（
ペ
ル
シ
ァ
人
）、
ア
フ
ガ
ン
人
自
身
非
常
に
空
想
的
で
、
機
智
に
富
ん
だ
国
民
で

し
た
の
で
、
自
ら
も
多
く
の
語
り
ば
な
し
を
創
作
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
昔
ば
な
し
の

中
に
は
、
個
人
が
つ
く
つ
た
り
、
翻
訳
し
た
り
し
た
書
か
れ
た
は
な
し

0

0

0

0

0

0

0

も
あ
り
ま
す

が
、
大
部
分
は
「
ゲ
ッ
セ
ホ
ー
ン
」（
話
し
手
）
と
か
「
ナ
ッ
カ
ー
ル
」（
語
り
手
）
と

か
呼
ば
れ
る
人
び
と
が
、
代
だ
い
口
づ
て
に
う
け
継
い
で
、
一
般
の
人
に
話
し
て
き
か

せ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
ま
た
一
ば
ん
面
白
い
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
う
い
う
口
づ
て
の

昔
ば
な
し
は
、
な
に
ぶ
ん
本
に
書
か
れ
た
も
の
で
な
い
の
で
、
同
じ
話
で
も
地
方
に
よ

つ
て
ち
が
い
、
ま
た
話
し
手
に
よ
っ
て
ち
が
い
ま
す
。
そ
し
て
世
の
中
が
変
る
に
つ
れ

て
、
古
い
も
の
が
だ
ん
だ
ん
忘
れ
ら
れ
て
行
く
傾
向
も
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
大
そ
う
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の
昔
話
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
副
題
は
「
デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
童
話
集
」
と
す

る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
表
題
の
「
う
た
う
木
の
葉
」
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
昔
話
で

あ
る
こ
と
は
、「
デ
ン
マ
ー
ク
童
話
集
」
と
齟
齬
を
生
じ
て
い
る
。

　

こ
の
「
解
説
」
の
書
き
方
は
工
夫
が
あ
っ
て
、『
火
の
鳥
│
ロ
シ
ヤ
の
昔
話
│
』
の
よ
う

な
硬
さ
は
な
い
。「
末
子
の
成
功
」「
人
狼
」「
ト
ロ
ー
ル
」「
聖
ヨ
ハ
ネ
の
日
」「
聖
ワ
ル
プ

ル
ギ
ス
の
日
」「
馬
の
首
切
り
」「
食
わ
ず
女
房
」「
う
た
う
木
の
葉
」「
昔
ば
な
し
の
結
び
」

と
続
く
。
個
別
の
話
の
解
説
よ
り
も
、
そ
の
背
景
に
な
る
民
俗
を
説
明
し
た
り
、
昔
話
の
構

造
に
言
及
し
た
り
、
さ
ら
に
は
日
本
の
昔
話
を
具
体
的
に
引
い
た
り
し
て
い
る
。
子
供
向
き

の
わ
か
り
や
す
い
解
説
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
二　
『
世
界
の
昔
ば
な
し
』
と
『
世
界
民
話
全
集
』
へ
の
展
開

　

関
敬
吾
と
石
田
英
一
郎
は
、
彰
考
書
院
と
福
村
書
店
の
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
の
二
度

の
挫
折
に
も
め
げ
ず
、
世
界
の
昔
話
の
全
体
像
を
示
す
こ
と
へ
の
執
着
を
断
ち
切
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
こ
れ
を
さ
ら
に
展
開
し
た
挑
戦
が
河
出
書
房
の
『
世
界
の
昔
ば
な
し
』
全
二
冊

で
あ
っ
た
。
こ
の
論
述
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
回
す
こ
と
に
す
る
が
、
得
ら
れ
た
情
報
に

よ
っ
て
見
通
し
だ
け
は
立
て
て
お
く
と
、
次
の
と
お
り
に
な
る
。

・ 

関
敬
吾
・
石
田
英
一
郎
共
編
『
世
界
の
昔
ば
な
し
』
河
出
書
房
、
一
九
五
〇
年
七
月
発

行
〔「
監
修
者
の
こ
と
ば
」（
柳
田
国
男
・
川
端
康
成
）、
フ
ラ
ン
ス
（
佐
藤
正
彰
）、
ス

エ
ー
デ
ン
（
石
田
英
一
郞
）、
デ
ン
マ
ー
ク
（
石
田
英
一
郞
）、
ド
イ
ツ
（
小
滝
穆
）、

イ
ラ
ン
（
河
崎
珪
一
・
小
川
亮
作
）、
イ
ン
ド
（
河
田
清
史
）、
タ
イ
（
江
尻
英
太
郞
）、

ア
ル
タ
イ
（
服
部
四
郞
）、
ロ
シ
ア
（
石
田
英
一
郞
）、
中
国
（
魚
返
善
雄
）、
ア
イ
ヌ

（
金
田
一
京
助
・
知
里
真
志
保
）、
日
本
（
関
敬
吾
）、「
解
説　

こ
の
本
を
読
む
人
々
の

た
め
に
」（
石
田
英
一
郞
・
関
敬
吾
）〕（
未
見
）

・ 
関
敬
吾
・
石
田
英
一
郎
共
編
『
世
界
の
昔
ば
な
し　

続
』
河
出
書
房
、
一
九
五
一
年
八

月
発
行
〔「
監
修
者
の
こ
と
ば
」（
柳
田
国
男
・
川
端
康
成
）、
フ
ラ
ン
ス
（
佐
藤
正

彰
）、
ス
エ
ー
デ
ン
（
石
田
英
一
郞
）、
デ
ン
マ
ー
ク
（
石
田
英
一
郞
）、
ド
イ
ツ
（
小

滝
穆
）、
イ
ラ
ン
（
河
崎
珪
一
・
小
川
亮
作
）、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
（
小
川
亮
作
）、
イ

ン
ド
（
河
田
清
史
）、
タ
イ
族
（
江
尻
英
太
郞
）、
ロ
シ
ア
（
石
田
英
一
郞
）、
ア
ル
タ

デ
ン
の
よ
う
な
、
平
和
で
ゆ
た
か
な
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
そ
う
な
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
が
ま
た
仲

（
マ
マ
）な

か
む
つ
か
し
い
問
題
で
、
世
界
は
も
は
や
一
つ
や
二
つ
の

国
だ
け
で
小
さ
な
平
和
境
を
つ
く
る
こ
と
も
、
困
難
な
有
様
に
な
つ
て
き
ま
し
た
。
原

子
時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
、
人
間
は
な
ん
と
か
し
て
世
界
全
体
が
戦
争
の
惨
害
か
ら
ま

ぬ
か
れ
る
み
ち
を
考
え
な
い
と
、
つ
い
に
は
お
た
が
い
に
殺
し
合
つ
て
、
み
ん
な
が
ほ

ろ
び
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
す
べ
て
の
人
類
が
平
和
に
く
ら
せ
る

か

│
こ
れ
は
あ
な
た
方
が
こ
れ
か
ら
一
生
か
か
つ
て
智
恵
を
し
ぼ
り
、
努
力
を
重
ね

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
大
き
な
仕
事
で
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
歴
史
も
、
ど

う
か
こ
う
し
た
新
ら
し
い
目
で
見
な
お
し
て
下
さ
い
。

　

そ
の
後
で
す
ぐ
、「
こ
の
本
に
お
さ
め
た
デ
ン
マ
ー
ク
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
昔
話
は
、
以

上
の
べ
た
よ
う
な
間
題
と
直
接
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
国
の
人
び
と
を
知
る
上

に
は
役
に
立
つ
も
の
で
す
」
と
、
反
転
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
先
の
『
火
の
鳥
│
ロ
シ
ヤ

の
昔
話
│
』
の
「
は
し
が
き
」
で
述
べ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
改
め
て
「
原
子
時
代
」
の
「
平

和
」
を
考
え
る
た
め
の
昔
話
集
と
し
て
、
こ
れ
を
位
置
づ
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

初
版
で
構
成
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

は
し
が
き　

著
者

人
狼

ピ
ン
ケ
ル
の
冒
険

三
つ
の
望
み

南
の
湖う

み

の
娘

灰
色
の
小
馬

食
わ
ず
女
房

う
た
う
木
の
葉

解
説

監
修
者
の
こ
と
ば　

柳
田
国
男
・
川
端
康
成

　
「
解
説
」
で
は
、「
南
の
湖う

み

の
娘
」「
灰
色
の
小
馬
」「
食
わ
ず
女
房
」
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
昔

話
、「
人
狼
」「
ピ
ン
ケ
ル
の
冒
険
」「
三
つ
の
望
み
」「
う
た
う
木
の
葉
」
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

石井 : 関敬吾・石田英一郎と「世界昔ばなし文庫」
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発
行
〔
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
久
保
寺
逸
彦
）、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
久
保
寺
逸
彦
）、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
（
久
保
寺
逸
彦
）、
フ
ラ
ン
ス
（
小
林
正
）、
ベ
ル
ギ
ー
（
朝
倉
純
孝
）、
オ

ラ
ン
ダ
（
朝
倉
純
孝
）〕

・ 

訳
者
代
表
・
未
確
認
『
世
界
民
話
全
集
4　

中
欧
篇
』
河
出
書
房
、
一
九
五
四
年
？
月

発
行
〔
ド
イ
ツ
（
川
端
豊
彦
・
小
栗
浩
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
渡
辺
護
）、
ス
イ
ス
（
渡

辺
護
）、
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
（
徳
永
康
元
・
佐
藤
純
一
）、
ル
ー
マ
ニ
ア
（
久
保
寺
逸
彦
）、

ジ
プ
シ
ー
（
小
栗
浩
）〕（
未
見
）

・ 

訳
者
代
表
・
石
田
英
一
郎
『
世
界
民
話
全
集
5　

東
欧
篇
』
河
出
書
房
、
一
九
五
四
年

九
月
発
行
〔
ロ
シ
ア
（
石
田
英
一
郎
・
石
田
布
佐
子
）、
コ
ー
カ
サ
ス
諸
族
（
徳
永
康

元
・
佐
藤
純
一
）、
ブ
ル
ガ
リ
ア
（
吉
成
大
志
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
吉
成
大
志
）、
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ァ
（
渡
辺
護
）、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
（
渡
辺
護
）、
ア
ル
バ
ニ
ア
（
渡

辺
護
）、
ギ
リ
シ
ャ
（
小
栗
浩
）〕（
未
見
）

・ 

訳
者
代
表
・
石
田
英
一
郎
『
世
界
民
話
全
集
6　

近
東
篇
』
河
出
書
房
、
一
九
五
四
年

六
月
発
行
〔
イ
ラ
ン
（
小
川
亮
作
・
河
崎
珪
一
）、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
（
小
川
亮
作
）、

イ
ラ
ク
（
前
島
信
次
）、
シ
リ
ア
（
前
島
信
次
）、
ア
ラ
ビ
ア
（
前
島
信
次
）、
エ
ジ
プ

ト
（
前
島
信
次
）、
ト
ル
コ
（
佐
藤
誠
）〕

・ 

訳
者
代
表
・
関
敬
吾
『
世
界
民
話
全
集
7　

東
南
ア
ジ
ア
篇
』
河
出
書
房
、
一
九
五
四

年
？
月
発
行
〔
イ
ン
ド
（
河
田
清
史
）、
チ
ベ
ッ
ト
（
平
川
紀
一
）、
ビ
ル
マ
（
平
川
紀

一
）、
シ
ャ
ン
（
牧
野
巽
・
佐
藤
利
子
）、
タ
イ
（
江
尻
英
太
郎
）、
ア
ン
ナ
ン
（
三
根

谷
徹
）〕（
未
見
）

・ 

訳
者
代
表
・
徳
永
康
元
『
世
界
民
話
全
集
8　

北
方
ア
ジ
ア
篇
』
河
出
書
房
、
一
九
五

四
年
？
月
発
行
〔
ア
ル
タ
イ
系
諸
族
（
服
部
四
郎
・
佐
藤
誠
）、
ウ
ラ
ル
系
諸
族
（
徳

永
康
元
・
佐
藤
純
一
）、
極
北
諸
族
（
服
部
健
）〕（
未
見
）

・ 

訳
者
代
表
・
関
敬
吾
『
世
界
民
話
全
集
9　

極
東
篇
』
河
出
書
房
、
一
九
五
四
年
五
月

発
行
〔
日
本
（
関
敬
吾
）、
琉
球
（
金
城
朝
永
）、
ア
イ
ヌ
（
金
田
一
京
助
・
知
里
真
志

保
）、
中
国
（
魚
返
善
雄
）、
朝
鮮
（
関
敬
吾
）〕

・ 

訳
者
代
表
・
石
田
英
一
郎
『
世
界
民
話
全
集
10　

太
平
洋
諸
島
篇
他
』
河
出
書
房
、
一

九
五
四
年
四
月
発
行
〔
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
斎
藤
正
雄
）、
太
平
洋
（
石
田
英
一
郎
・
石

田
布
佐
子
）、
北
ア
メ
リ
カ
（
服
部
健
）、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
（
石
田
英
一
郎
・
石
田

布
佐
子
）、
ア
フ
リ
カ
（
石
田
英
一
郎
・
石
田
布
佐
子
）〕（
未
見
）

イ
族
（
服
部
四
郞
）、
中
国
（
魚
返
善
雄
）、
ア
イ
ヌ
（
金
田
一
京
助
・
知
里
真
志
保
）、

日
本
（
関
敬
吾
）、「
解
説　

読
者
と
父
兄
と
先
生
が
た
に
」（
関
敬
吾
）〕（
未
見
）

　

内
容
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
二
冊
は
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
か
ら
の
抄
録
に
増

補
し
て
、
ま
ず
一
冊
が
出
た
が
、
こ
れ
が
好
評
で
、
さ
ら
に
二
冊
目
の
「
続
」
が
出
た
と
思

わ
れ
、
最
初
か
ら
二
冊
の
予
定
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
好
評
を
受
け
て
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
の
が
河
出
書
房
の
『
世
界
民
話
全
集
』
全
一

〇
冊
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
本
扉
の
裏
に
、
監
修
者
と
し
て
柳
田
国
男
・
川
端
康
成
の
名
前

を
挙
げ
る
こ
と
か
ら
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
の
継
続
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
知
ら
れ

る
。
し
か
し
、「
監
修
者
の
こ
と
ば
」
は
な
く
、
名
義
上
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

編
集
責
任
者
と
し
て
関
敬
吾
・
石
田
英
一
郎
の
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
は
、
や
は
り
「
世
界

昔
ば
な
し
文
庫
」
か
ら
の
展
開
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
。
し
か
も
、
こ
の
二
人
に
加
え

て
、
新
た
に
徳
永
康
元
・
会
田
由
の
名
前
が
見
え
る
。
徳
永
康
元
（
一
九
一
二
〜
二
〇
〇

三
）
は
言
語
学
者
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
学
者
、
会
田
由
（
一
九
〇
三
〜
一
九
七
一
）
は
ス
ペ
イ

ン
文
学
者
で
あ
り
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
充
実
さ
せ
る
に
は
的
確
な
人
選
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
分
析
を
展
開
し
た
い
が
、
手
元
に
3
・
6
・
9
の
三
冊
し
か

な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
に
よ
っ
て
図
書
館
の
閲
覧
が
思
う
に
ま
か
せ
な
い
ま

ま
時
を
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
論
述
に
つ
い
て
も
次
の
機
会
に
回
す
こ
と
に
す
る
が
、

得
ら
れ
た
情
報
に
よ
っ
て
見
通
し
だ
け
は
立
て
て
お
き
た
い
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
全
体
像
を

巻
数
順
に
示
し
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
に
な
る
。

・ 

訳
者
代
表
・
会
田
由
『
世
界
民
話
全
集
1　

南
欧
篇
』
河
出
書
房
、
一
九
五
四
年
四
月

発
行
〔
イ
タ
リ
ア
（
柏
熊
達
生
）、
ス
ペ
イ
ン
（
会
田
由
）、
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
星
誠
）〕

（
未
見
）

・ 

訳
者
代
表
・
未
確
認
『
世
界
民
話
全
集
2　

北
欧
篇
』
河
出
書
房
、
一
九
五
四
年
？
月

発
行
〔
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
石
田
英
一
郎
）、
デ
ン
マ
ー
ク
（
石
田
英
一
郎
）、
ノ
ー
ル

ウ
ェ
ー
（
山
室
静
）、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
（
山
室
静
）、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
桑
木
務
）、

ラ
ッ
プ
（
徳
永
康
元
）、
バ
ル
ト
諸
国
（
徳
永
康
元
）〕（
未
見
）

・ 

訳
者
代
表
・
関
敬
吾
『
世
界
民
話
全
集
3　

西
欧
篇
』
河
出
書
房
、
一
九
五
四
年
七
月
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先
の
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
と
の
連
続
は
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
9
の
金
田
一
京

助
・
知
里
真
志
保
の
「
ア
イ
ヌ
」
の
「〔
北
海
道
〕
鬼
鹿
毛
」「〔
北
海
道
〕
流
れ
て
来
た
子

ど
も
」「〔
北
海
道
〕
黄
金
の
首
飾
り
」「〔
樺
太
〕
サ
ン
ナ
イ
ペ
ツ
の
首
領
」「〔
樺
太
〕
サ

ヌ
ィ
ペ
シ
の
き
ょ
う
だ
い
」「〔
樺
太
〕
流
れ
て
来
た
母
神
」
は
、
す
べ
て
『
り
く
ん
べ
つ
の

翁
│
ア
イ
ヌ
の
昔
話
│
』
に
あ
っ
た
話
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
、「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
の

江
尻
英
太
郎
、
服
部
四
郎
、
河
田
清
史
、
小
川
亮
作
、
河
崎
珪
一
も
含
ま
れ
て
い
て
、
今
後

精
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
か
ら
の
抄
録
に
増
補
し
て
構
成
さ
れ

て
い
る
部
分
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
や
や
気
に
な
る
の
は
「
解
説
」
で
あ
る
。
見
る
こ
と
の
で
き
た
3
は
関

敬
吾
、
6
は
石
田
英
一
郎
、
9
は
関
敬
吾
（
た
だ
し
、「
中
国
の
お
は
な
し
」
は
魚
返
善
雄
）

が
担
当
し
て
い
る
。
訳
者
代
表
が
「
解
説
」
を
書
く
と
い
う
役
割
分
担
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
内
容
は
概
説
的
で
あ
り
、
か
つ
て
石
田
が
『
火
の
鳥
│
ロ
シ
ヤ
の
昔
話
│
』
で
示

し
た
よ
う
な
出
典
の
記
載
ま
で
入
れ
た
よ
う
な
専
門
的
な
内
容
は
見
ら
れ
な
い
。

　

加
え
て
、
例
え
ば
、
ア
イ
ヌ
研
究
者
で
あ
る
久
保
寺
逸
彦
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
違
和
感
を
拭
う

こ
と
が
で
き
な
い
。
か
つ
て
「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
の
「
監
修
者
の
こ
と
ば
」
に
、「
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
を
し
ら
べ
て
い
ら
れ
る
専
門
の
学
者
に
た
の
ん
で
」
と
あ
っ
た
姿
勢

は
、
世
界
の
昔
話
の
全
体
像
を
示
す
こ
と
を
優
先
し
た
た
め
に
後
退
し
た
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。付

記

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
東
京
学
芸
大
学
附
属
図
書
館
の
髙
橋
隆
一
郎
さ
ん
の
お
世
話
に
な
っ
た
。

「
世
界
昔
ば
な
し
文
庫
」
は
、
単
行
本
に
先
立
っ
て
新
聞
へ
の
連
載
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
出

す
が
、
今
、
資
料
を
確
認
で
き
な
い
。『
世
界
の
昔
ば
な
し
』『
世
界
民
話
全
集
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

次
の
機
会
に
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
う
し
た
検
証
を
通
し
て
、
植
民
地
主
義
に
支
配
さ
れ
た

昔
話
集
か
ら
、
戦
後
ど
の
よ
う
に
脱
却
を
図
ろ
う
と
し
た
の
か
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
の
検
索
に
よ
る
と
、
彰
考
書
院
版
の
七
冊
は
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
（
読
み
物
）
に

所
蔵
さ
れ
る
の
で
、
検
閲
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、『
う
た
う
木
の
葉
│
デ
ン
マ
ー
ク
童
話

集
│
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
の
出
版
と
し
て
注
意
し
て
お
き
た
い
。

石井 : 関敬吾・石田英一郎と「世界昔ばなし文庫」
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